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Action1  カーボンニュートラルへの挑戦

Action2  地域社会に貢献し、必要とされる会社へ

Action3  もっと幸せに働ける会社、そして社会を作る
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Action1 
カーボンニュートラルへの挑戦



エコキャップ回収・エシカル製品導入
エコキャップの回収は 、昨年

より 66 ％ も増え 、 約 100 Kg  

のキャップを回収しました 。 

Co2 を 315 ㎏  削減するだけ

でなく 、キャップそのものが国

内のスーパーの買い物かご

等にアップサイクルされます。

* * * * * *  * *  *

これまで 「 森林認証紙 」の名

刺を使用していましたが 、

より身近で私たちの活動に

沿ったエシカルな製品       

「 グリーン電力証書 」 の認証

をうけた名刺を新しく取り入れ

ました。

誰でもできる

「 カーボンニュートラル 」 を！  

小さな積み重ねを続けていま

す。



J-クレジットや非化石証書の活用
将来のカーボンニュートラル

実現に向けて 、一歩一歩確

実に取り組んでいます。

商工中金が国内で初めて導

入した 『 J-クレジット預金 』

を採用しました。

預金を通じて森林の適正管

理を支援し 、元本に応じて

環境価値 （ カーボンオフ

セット ） が付与される仕組

みです。

* * * * * * *  * *

“ 再生可能エネルギー由来

の電力を使用している自動

販売機 ” を導入しています。

メーカーが自販機稼働に必

要な電力に相当する    「 非

化石証書 」 を取得すること

で 、自販機で使用する電力

は “ 実質的に再生可能エ

ネルギー由来 ”とみなされ

ます。



ジャンボカッティングライン２号機の
電気設備・シヤー設備更新

生産性の向上 、省エネルギー

化 、そして長期的な安定供給

を図るため 、熱延レベラーライ

ン （ ジャンボカッティングライン

2号機 ）の 電気制御更新 を実

施しました。

レベラーラインの更新工事だ

けでなく 、製品ヤードの地盤

改良工事も行い 、作業時の安

全性、作業効率を向上させま

した。

トラックの積み込み時間も短縮

され 、待機時間短縮も期待出

来ます。

省エネ性能を最大限活かし 

Co2 削減 を進めていきます。

シャー設備更新工事 電気制御更新工事中の配電盤・操作盤 製品ヤード地盤改良（ 整地 ）工事



地域のSDGs認定制度・宣言の登録
これまで紹介したように 、エコキャップ回収 、エシカル製品 、非化石証書の活用 、省エネの推進など 、SDGsに向けた                                                   
取り組みを進めてまいりました。 さらに 、こうした活動を広く発信するために 、地域の SDGs認定制度 にも 積極的に登録しました。

千葉県の 「 CO2CO2（ ｺﾂｺﾂ ）スマート宣言事業所 」 や 、東京都 大田区の 「 SDGsおおたスカイパートナー 」 の 認定 ・ 登録 を実施しています。
名刺にロゴを掲載するなど、地域の一員として積極的に取り組んでいる姿勢を発信していきます。



Action2

地域社会に貢献し、
必要とされる社会へ



小学生工場見学受入の取材
（浦安市）

浦安工場では 、社会科見学の一環として市内の小学生の工場見学を
長年受け入れてきました。
今年は 12校 、計914名 の小学生が見学に訪れました。               
見学の受入について浦安市より取材を受け 、記事が浦安市HPに掲載
されています。

工場内回廊からの見学とあわせ 、オリジナルの教材 （ エコアクション
の動画 ） を視聴し 、SDGｓの取り組みについて学習できる機会を設け
ています。

これからも近隣にある小学校の子供たちに 、私たちの働く姿をしっかり
お見せしていきます。



障がい者理解促進セミナーに
パネリストとして参加

私たちは 、障害者雇用促進法に

基づき 、障がい者就労定着支援

を行っています。

令和7年3月に 千葉県労働局・ハ

ローワーク主催 の  「 令和6年度

障害者理解促進セミナー 」で         

もにす認定企業 のパネリストと

して現在の取り組みを紹介しま

した。

現在 、法定雇用率 2.5 % に対し

実雇用率 6.78 %  ( 令和7年6月時

点 、除外率適用前 ) を達成し 、    

もにす認定も取得しています。

障害のある人が能力を有効に発

揮できるように 、私たちは職業

生活を支援します。



地域社会との共存共栄を目指した取組み

浦安鉄鋼団地内にある多くの

企業が認定を受けている

浦安市の認証制度

“ 浦安エコカンパニー ” を  

昨年に引続き取得しました。

また 、浦安鉄鋼団地協同組

合の 「 クリーン大作戦 」 と

銘打った環境保全活動や

大田区内の 交通安全活動や 

街頭活動 にも積極的に取り

組んでいます。

そして今年は 、千葉県社会

福祉協議会が実施している

「 児童養護施設等退所者に

対する奨学基金 」 にも寄付

しました。



Action3
もっと幸せに働ける会社
そして社会を作る



健康経営優良法人２０２５ 取得
2022年健康企業を宣言以降 、健康づく

り委員会を中心に積極的に活動を継続

し 、健康経営優良法人2025 （ 中小規模

法人部門 ） に認定されています。

・ 健保組合のウォークラリー参加勧奨

・ 禁煙週間キャンペーン

・ 外部講師を招いた                          

「 女性の働き方と健康について 」 の   

社内研修

・ 専門家を招いた生活習慣病予防の

運動指導

従業員の健康は 、会社にとって何より

重要な要素です。

今後も働く環境を整えていきます。

生活習慣病予防の運動指導

「女性の働き方と健康について」の社内研修



社会福祉法人との
共同企画

障がい者就労支援

これまで社会福祉法人の就労継

続支援事業所と共同で 、工場見

学の手土産用メモ帳や 、取引先

への年末のご挨拶時に配布する

卓上カレンダーの 企画 ・ 製作 を

進めてきました。

今年は 、卓上カレンダーのデザイ

ンをリニューアルしました。

また 、客先訪問時にお渡しする

菓子折りも 、施設利用者の皆さ

んに製作をお願いし 、お客様へ

の販促活動に活用しています。

障害者就労支援の取り組みは地

域とのネットワークが重要です。

浦安市障害者就労支援センター

をはじめとした福祉関係各所との

輪を繋いでいきます。



職場体験・インターンシップの受入
今年度も 11月10日 ～ 12月5日 

までの約4週間 、インターンシップ

で高校生を受入れました。

製造現場での就業体験をメインに

研修期間が長期間であることを

活かし 、営業部や経理部 、総務

部など 、様々な  職種を体験して

もらいました。

会社のこと 、私たちの職業のこと

を学びに来てくれた学生の皆さん

の将来に役立てるように 、これか

らも積極的にインターンシップの

受入を行います。



1on1面談の取組と人事制度等の改定

キャリア開発やコミュニケーション促進し 、気軽に話し合える場として

「 カジュアル面談 」 というネーミングの 1on1面談 をスタートさせました。

また 、より働きやすく ・ 働きがいのある職場を目指すべく 、

「 人事評価表の改定 」 「 資格手当の拡充 」 「 多能工手当の新設 」

を行いました。

『 すべての従業員のワークエンゲージメントを高めるために 』

時代や従業員のニーズに合わせ 、より良い制度づくりを

追求し続けます。



e-ラーニング導入と学びの充実化

学びの機会を広げるために 、                                                  

今年から e-ラーニングサービス 「 manebi 」 を新たに導入しました。                                 

社内研修や外部研修も定期的に実施しています。

写真は防災講習やメンタルヘルス研修の様子です。                  

これらの取組みを通じて 、従業員一人ひとりが成長できる             

環境づくりを続けていきます。



活動を振り返って
Action 1  カーボンニュートラルへの挑戦

Action 2  地域社会に貢献し、必要とされる会社へ

Action 3  もっと幸せに働ける会社、そして社会を作る

お客様と共に歩む
「トップクオリティーを誇るコイルセンターになろう」

社員全員の成長と幸福を実現するために

弊社は 、2009年エコアクション21の認証取得を 皮

切りに環境への取り組みを継続してまいりました。

その間に時代の求められることも多様化し 、様々

なことに向き合い 、弊社として出来ることを模索し

続けております。                                         

カーボンニュートラルへの取り組みは決して楽な道

のりではありませんが 、果敢に挑戦し続けます。

働くことは 、人生の大半を占める大切な時間です。

その時間は 、健康で充実したものでなくてはなりま

せん。

働く人の笑顔は家庭や地域 、そして社会全体に広

がっていきます。 私たちは 、その幸せの連鎖を生

み出す企業でありたいと考えています。

その想いを大切にしながら 、SDGsでの取り組みを

邁進します。

地域の皆さまに支えられて 、私たちの事業は成り

立っています。 だからこそ共存共栄の精神を忘れ

ずに 、地域社会に役立つ活動を行っています。

私が一番大切にしていることは 「 継続 」 です。

小さな取組でも継続していれば 、いつか社会にとっ

て報われるときが来る。

そう信じて今日も活動を続けています。

執行役員 環境管理責任者

DX・サステナビリティ推進室 千葉 新一

小林 伸治 村山 雄星代表取締役社長
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